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入学後の学習について ～各教科よりメッセージ～ 

 

【英語科】 

英語の学習を通して、「読む」「聞く」「書く」「話す」の４技能をバランスよ

く伸ばし、他者との積極的な対話を通して豊かなコミュニケーション力を養う

とともに、主体的な学習者としての学びの姿勢を身につけてほしいと考えてい

ます。 

 

【国語科】 

 「読む」ことと「書く」ことを学習の取り組みの中心に据え、「考える頭」と

「感じる心」を養います。よい文章をたくさん、「しっかり読む」。読むことを

通じて自分の興味関心のある分野を広げていくとともに、豊かな知識を蓄えて

いきましょう。そして、それらを土台として考えたことや感じたことを「しっ

かり書く」力を身につけてもらいたいと考えています。 

 

 

【数学科】 

 教科書の各単元の新しい内容を理解することは勿論ですが、数学には論理的

に物事を考え処理していく力を養うという側面があり、その力は文系・理系を

問わず社会でますます重要となっています。数学の各科目では、確かな学力と

論理的に物事を考え処理する能力を養います。 

 

 

【地歴・公民科】 

 歴史・地理・公民の各分野に応じた３年間の授業を通じて、社会のさまざま

な事象（政治、経済、外交、環境、思想、文学、芸術など）についての基礎的

知識を習得し、ならびにその知識を用いた社会科学的な思考力・表現力を培っ

てほしいと考えています。 

 

 

【理科】 

 理科では、知識が基盤となる現代の社会において、基礎的な科学的素養と科

学に対する関心をもち続ける態度、また、能力・適性、興味・関心、進路希望

等に応じて大学等に進学し学び続ける基礎となる知識や科学的思考力、表現力

等（自然科学のより深い知識、自ら再体系化できる知識）を、３年間を通じて

身に付けてもらいたいと考えています。 

 


